
資料１

荒瀬ダム撤去工事概要について

熊本県企業局

荒瀬ダム撤去室
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【ダム本体撤去工事について】

２



右岸
（県道）

左岸
（国道）

（平成27年度工事）

③門柱撤去（P２～P６）
P5 P3

②管理橋撤去（B１～B５）

B5 B1

P2P4P6

B2B3B4

①水位低下ゲート撤去（平成27年4月完了）

<< ダム本体撤去工事について>>

3

平成27年度（8月～10月）

右岸
（県道）

左岸
（国道）

管理橋5径間を撤去

②管理橋の撤去

B5 B1B2B3B4

<< ダム本体撤去工事について>> 管理橋撤去

４

②管理橋撤去（B１～B５）



右岸
（県道）

左岸
（国道）

（平成27年度工事）

③門柱撤去（P２～P６）
P5 P3 P2P4P6

<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

５

右岸
（県道）

左岸
（国道）

P5を倒壊発破で倒し撤去

P5

③門柱の撤去

６

<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去



③門柱の撤去 Ｐ５の倒壊発破

７

<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

P4を倒壊発破で倒し撤去

P4

③門柱の撤去

８

<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去



③門柱の撤去 Ｐ４の倒壊発破

９

<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）P6

P6を倒壊発破で倒し撤去する

③門柱の撤去
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去



右岸
（県道）

左岸
（国道）P3

P3を倒壊発破で倒し撤去する

③門柱の撤去
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

P2

P2を倒壊発破で倒し撤去する

③門柱の撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去



第４段階完了

③門柱の撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

荒瀬ダム下流
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

荒瀬ダム上流（佐瀬野地区）
コンクリート殻運搬

（導水トンネル入口へ）

工事用道路

発破の実施について
■時期：平成２7年１２月 ～ （日曜、祭日を除く）
■時間：１４時3０分 ～ １４時4０分 （１０分間）
■回数：１日１回 （約20回を予定）
※発破時間の変更については事前に案内看板等で掲示します

◎国道219号及び県道中津道八代線の立入規制を実施
規制箇所：ダム上～下流 約６００ｍ

サイレン10秒×1回

(秒読み)発破10秒前､････3､2､1､点火

至　　　平成 ３０ 年 　　３ 月 　２０ 日

自　　　平成 ２４ 年 　　４ 月 　　１ 日

荒瀬ダム本体等撤去工事

フジタ・中山建設工事共同企業体

所長　宮地　利宗

連絡先　0965 - 45 - 2288

･発破10秒前

発破時間 ：　　　～　　　：

本日の予定 発破作業　あります

･発破終了 サイレン  5秒×1回

発破合図の方法　サイレンと拡声器で合図します。

･発破  5分前 サイレン  3秒×3回

･発破  1分前

工事期間

発破場所

荒瀬ダム撤去工事による

発破作業のお知らせ

　日頃は、荒瀬ダム本体等撤去工事に御協力ありがとうございます。

ダム堤体解体にともない発破作業を行いますのでご協力お願い致します。

熊本県 八代市 坂本町 荒瀬 地内

至　　　平成 ３０ 年 　　３ 月 　２０ 日

【規制箇所（荒瀬ダム周辺）】 【予告・周知看板】

※発破当日に張り替え
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<< ダム本体撤去工事について>> 門柱撤去

yutaka
スタンプ



【撤去関連工事について】
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【H27年度 関連工事実施箇所】

①県道中津道八代線
道路嵩上事業

市道瀬戸石鎌瀬線道路嵩上事業

球磨川河川改修事業

②県道中津道八代線路側構造物補強事業

③国道219号路側構造物補強事業

荒瀬ダム撤去事業

球磨川河川改修事業

18

<< 撤去関連工事について>>

yutaka
スタンプ



①県道中津道八代線道路嵩上工事

道路の嵩上げ(河川外）

痕跡水位

民地 道路

施工箇所：三坂地区
工期：H27.10～H28.3
概要：道路嵩上、舗装 約L=470m

H26施工状況
（三坂地区）

H27施工箇所
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<< 撤去関連工事について>>

493
4281972

250
723

コンクリート充填

▽29.17

▽28.67

▽30.62

▽31.92

32
50

5
00

14
50

400

1:0.5

40
0

1
30

0

1000
400

1:0.4

Co擁壁

③国道２１９号路側構造物補強工事

施工箇所：要対策箇所
概要：根継工等

②県道中津道八代線路側構造物補強工事 H25施工状況
（与奈久地区）
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<< 撤去関連工事について>>



【環境モニタリング調査結果について】
（中間報告）
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 今年度調査のうち、流量、水質(常時観測・出水時調査)及び基盤環境(物理環境

の定期モニタリング)について報告する(下表、黄色着色部分)

調査の実施状況
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各年最大流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成27年）

平成27年6月出水

最大流量2,211m3/s

昭和57年7月出水
（過去最大）

最大放流量6,460m3/s

注: S30～H24は荒瀬ダム放流量、H25以降は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量

 平成27年4～9月において、2,000m3/s台の出水が2回(6月)、1,000m3/s台の出水が4

回(6月、7月、8月)発生した。

 6月の出水は過去61年間で第44位(確率3/4程度)の出水規模。

流量（出水状況）

時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量
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 出水時、ダム上下流の濁度に差はなく、下流への影響は特に見られなかった。

水質（常時観測［濁度：出水時］）

３地点の濁度の比較 瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度
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【道の駅坂本地点ピーク濁度 793FTU】 【道の駅坂本地点ピーク濁度 864FTU】
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 全般的に、ダム直下流(道の駅坂本)の方が上流(瀬戸石ダム下流)よりも高い傾向

が見られた。しかし、時間とともに差は縮小している。

 ダム上流の堆積土砂の影響は小さかったと考えられる。

水質（出水時調査［SS］）

３地点のSSの比較
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

 19k000と19k600の調査測線の横断形状が変化した

 水深や流速が変化したため、9月の調査では面積格子法の一部を実施
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

 面積格子法の19k0[蛇行部]の右岸[内岸側]では、みお筋部撤去(H27年3月)後の6～
7月の連続的な小中規模出水により、9月の調査では粗粒化する傾向が見られた。

粒度加積曲線（面積格子法）
19k0［蛇行部］の右岸 [内岸側]
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 H24.10.13 H25.2.26 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6 H26.6.9

H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.9 H27.3.4 H27.5.8 H27.9.29
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

 面積格子法の19k6[ダム直下流の直線部]の左岸では、みお筋部撤去(H27年3月)後
の6～7月の連続的な小中規模出水により、9月には粗粒化する傾向が見られた。

粒度加積曲線（面積格子法）
19k6［ダム直下流の直線部］の左岸

H27.1.9 H27.3.4 H27.5.8 H27.9.29
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

 面積格子法の19k6[ダム直下流の直線部]の右岸では、みお筋部撤去(H27年3月)後
の6～7月の連続的な小中規模出水により、9月には粗粒化する傾向が見られた。

 H24.10.13 H25.2.26 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6 H26.6.9

H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.9 H27.3.4 H27.5.8 H27.9.29

粒度加積曲線（面積格子法）
19k6［ダム直下流の直線部］の右岸

【註】 6～7月の出水で、ダム上流の土砂が下流に流出し、
物理定期モニタリングの調査測線である19/600の横断形状
が大きく変化した。

そこで、横断形状の変化に伴い、水深が深くなった箇所、
流速が増加した箇所が出現し、9月の調査では右岸際にコド
ラートを移動した。
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30

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

地上写真19k0
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

地上写真19k8

終了


